
Children Firstで合理的配慮を 

再度考えてみましょう！ 

～ICT機器での支援が本当に合理的配慮ですか？～ 

なんとカンファレンス 2018夏

NPO法人　支援機器普及促進協会 

理事長　　高松　崇



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部2年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Chapter 1
そもそも どんな壁？！

学習障害では手帳は発行されません
”障害”ではなくて ”壁”？！

（自分の問題でなくて、社会の問題？！）



「文字がゆがむ」 “読み書き障害”少年の学びは
 - NEWS23



「文字がゆがむ」 “読み書き障害”少年の学びは
 - NEWS23



基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、
読む、書く、計算する又は推論する能力のうち特定のものの
習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものである。

学習障害は、その原因として、中枢神経系に何らかの機能障
害があると推定されるが、視覚障害、聴覚障害、知的障害、
情緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるも
のではない。 

文部科学省は、学習障害を以下のように定義しています。

出典：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/004/008/001.htm

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/004/008/001.htm




事例検討１



中学３年生　書くことが困難？！
自閉症スペクトラム　IQ89　療育B 
３年でカミングアウト　L通入級



板書の書きは、友達のノート 
を自分のIPHONEで撮影させてもらう 

プリントなどは学校のWindows 
端末で入力している



事例検討２



この板書、上から２行を
写すのに３８回板書を見
ている 
書くことがかなり遅い

中学３年生　書くことが困難？！
自閉症スペクトラム　IQ100 

授業はほとんど寝ている　L通入級





見て写す



聞いて書く



事例検討３



小学６年生　漢字を書くことだけが出来ない？！







事例検討４



小学５年生　計算が苦手？！



漢字は２年生の学習



事例検討５



小学５年生　書くことが困難？！



Chapter 2
壁の越え方



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト



まとめ



合理的配慮とは・・ 

本人が選択できること



検査オタクではなく 

観察オタク 

WISC-Ⅳ、KABC-Ⅱ、DN-CAS、田中ビネー、
CARD、ELC、URAWSS、WAVES、LCSA、 
新版K式、STROW……



検査オタクではなく 

観察オタク 



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



参考図書











「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



http://npo-atds.org

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


